
 

 

 

 

 
 

なん い

心地
こ こ ち

よい季節
き せ つ

の中
なか

、サイクリングに行
い

ってきました。街
まち

の人
ひと

の表 情
ひょうじょう

を見
み

ると不機嫌
ふ き げ ん

そうに道
みち

を急
いそ

ぐ

人
ひと

が多
おお

くいたように思
おも

いました。いったい何
なに

がそんなに不満
ふ ま ん

なのでしょうか…。 

 

『なぜ勉強
べんきょう

しなければならないのか…』『頑張
が ん ば

っているのに何
なに

も手
て

に入
はい

らない…』学生
がくせい

の頃
ころ

はよく

人生
じんせい

に不平
ふ へ い

不満
ふ ま ん

を感
かん

じていました。でもそう感
かん

じてしまうほど人
ひと

として未熟
みじゅく

だったのです。身体
か ら だ

の仕組
し く

み、地球
ちきゅう

の仕組
し く

み…。あらゆる学
まな

びを通
とお

して自分
じ ぶ ん

がいかに傲慢
ごうまん

であったかを知
し

りました。 

 

 人間
にんげん

には、より良
よ

く生
い

きるため『欲望
よくぼう

』があります。でも、お金
かね

、高価
こ う か

なモノ、楽
らく

をすること、自分
じ ぶ ん

さえ良
よ

ければ良
よ

い…。間違
ま ち が

った方向
ほうこう

に『欲望
よくぼう

』を向
む

けているのではないでしょうか。 

 

私
わたし

たち人間
にんげん

は大自然
だいしぜん

に生
い

かしてもらっているのです。自分
じ ぶ ん

の思
おも

い通
どお

りにいかないから…。何
なに

様
さま

のつ

もりですか。自然
し ぜ ん

の摂理
せ つ り

に従
したが

って生
い

きることは当
あ

たり前
まえ

です。何
なん

のために生
い

きるのか、考
かんが

えること。

そして生
い

かしてもらっていることに感謝
かんしゃ

し、自分
じ ぶ ん

を磨
みが

き一生懸命
いっしょうけんめい

に生
い

きること自体
じ た い

が人生
じんせい

ですよ。 

 
 

思い通りにいかない…。安心してください。それが普通ですから。 

人間は食物連鎖の頂点に立つ存在…。だからといって思い通りになるわけではありません。私たち人間ではなく、宇

宙、地球…（以後『大自然』）の思い通りになるのです。大自然に思いがあるかはわかりませんが、私たちは大自然の

法則や都合に従って生きるほかありません。それが宇宙の原理原則（以後『自然の摂理』）、というものです。そもそも私

たち人間自体が大自然の一部として生かされているのであり、決して特別な存在ではないのです。 
 

鳥などの生き物は生まれて最初に目に入ったモノを親、と認識する機能が備わっています。人間の子どもは育てたよ

うに育ちます。ある程度の年齢になるまでは身近な大人をモデルとして成長します。当たり前の自然の摂理です。今、目

の前ある環境は自分自身の考え、思い、言動の結果に過ぎません。原因のない結果は存在しません。偶然や奇跡も

存在しません。私たち人間には理解できないだけです。私たちの理解が及ばない大自然の仕組みに従って、すべての

現象は何らかの原因によって起こるべくして起こっているのです。どこかで自分たち人間は特別だ、という気持ちがあるか

ら、謙虚さを失い、自然の一部であるということを忘れ、自分の欲を満たすことばかりに力を注ぐようになってしまうのです。 
 

子ども達はそれぞれの子がそれぞれ大切にしているモノがあります。例えば、カード一枚、キャラクターひとつがその子

にとっては命と同じくらい大切な場合もあるのです。そして稚拙であったとしても懸命に考え、懸命に生きています。私たち

大人は、その子が大切にしているモノや大切にしている考え方を、大きな心で尊重できているでしょうか？価値観を押し

号

 

 



つけていないでしょうか。多くの大人が信じていることは間違いのない正しいことであり、真理なのでしょうか。偉そうなことを

言えるほど立派な人間でしょうか。もし逆の立場だったらどうでしょう。素直に言うことを聞くでしょうか。 
 

脳は押しつけられたら押し返すという機能があります。特に『自我』が目覚める時期によく反抗するようになるのはこの

ためであり、正常な反応であると言えます。理解不能な言動をしたり、急に甘えてきたり、長い時間ボーッとしたりするの

も、子どもの成長にとっては心を整理する大切な時間なのです。学校、友達関係…、子ども達は私たちの見えないとこ

ろでも圧がかかっています。その上さらに多くのことを押しつけてしまったら…。発散させることができず、爆発してしまうかも

しれません。壊れてしまうかもしれません。子どものために良かれと思って、と言ったところでもう手遅れです。雷を落とすべ

き時は一点だけ。人を傷つけるなど、人として間違ったことをした時だけです。あいさつや時間や約束を守ること。人や

物、自然を大切にすること…。人として当たり前のことを当たり前にできるように。いつでも人として正しいかどうか、がライン

です。正しい心が育つからこそ、自然と正しい考え方、正しい言動ができるようになるのですから。 
 

子どもの大切なモノや考え方を理解してあげるからこそ、私たち大人の言うことを理解しようとするようになります。脳の

仕組みの一つ、ミラーの法則です。大人だとカッコつけるのではなく、良いところも悪いところもさらけ出し、同じ目線、同

じ土俵に立つことです。子どもも立派な一人の人間です。親心であることはわかりますが…、自分の思い通りにはならな

いことを受け入れるべきです。自分の力が及ばない物事に力を注ぐから疲れてしまうのです。 

子どもを過度に褒めるのではなく、認めること。押しつけるのではなく、お互いが尊重できるよう認め合える関係を築くこ

と。なんでもやってあげるのではなく、自分からやりたい！と思えるような環境を整えること。謙虚な心で自然の摂理を受

け入れ、リスクを受け入れること。そして自分自身が前向きに明るく、一生懸命に生きること。『自律の心』『利他の心』

『感謝の心』を磨くということは、子ども達だけの課題ではなく、私たち大人の一生の課題でもあるのです。 
 
 
 

予定表
よていひょう

11 月 6 日（月）現在
げんざい

の各時間
かくじかん

の人数
にんずう

はホームページ【メンバー用
よう

ページ】をご確認
かくにん

ください。 

※お月謝は年間 44回レッスンを 12カ月で割って毎月いただいています。月によってレッスン日が５回の月もありますし、少ないとき 

 は３回の月もありますが、毎月の金額は変わりません。金銭管理練習、約束を守る練習、ご協力よろしくお願いいたします。 

※ ピンク色
いろ

は通常
つうじょう

レッスン日
び

。グレーは通常
つうじょう

営業
えいぎょう

お休
やす

み。★木曜日
もくようび

は富樫
と が し

先生
せんせい

と相談
そうだん

可能
か の う

（木曜日
もくようび

以外
い が い

も相談可
そうだんか

）。  

※ テスト対策
たいさく

、冬期
と う き

教室
きょうしつ

･
・

入試
にゅうし

対策
たいさく

予定
よ て い

日
び

です。詳細
しょうさい

、予約
よ や く

状 況
じょうきょう

はホームページ(メンバー用
よう

ページ)で確認
かくにん

してください。 

月 火 水   木★ 金 土 日 

11/6 冬期入試予約開始 7 8 清瀬中 9 清瀬中 10 清瀬中 11 12 

13 14 3 中 15 3 中・4 中・5 中・久留中 16 3 中・4 中・5 中・久留中 17 4 中・5 中・久留中 18 19 

20 21 お月謝締切日 22 23 24 25 26 

27 28 29 30 12/1 合宿入金開始 2 3 

4 5 6 中野工業高 7 中野工業高 8 中野工業高 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 お月謝締切日 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

1/1 2 新木場合宿 3 新木場合宿 4 新木場合宿 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

※ご自宅にお伺いして個別学習する『出張寺子屋』、営業時間外の個別対応をやっています。現在 6 名。 

生徒さんそれぞれの成長に合わせ、形にとらわれず可能な限りご要望にお応えできるよう努力します。 

http://www.midorinoterakoya.com


